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■■■■計画計画計画計画のののの体系体系体系体系

基基基基 本本本本 理理理理 念念念念 《《《《基本目標基本目標基本目標基本目標》》》》 《《《《施策施策施策施策のののの方向性方向性方向性方向性》》》》 《《《《重点事業重点事業重点事業重点事業》》》》

1111 パンフレットパンフレットパンフレットパンフレット・・・・情報紙等情報紙等情報紙等情報紙等のののの作成作成作成作成

2222 関係図書関係図書関係図書関係図書・・・・ビデオビデオビデオビデオのののの整備整備整備整備
3333 出前講座出前講座出前講座出前講座のののの実施実施実施実施

4444 混合名簿混合名簿混合名簿混合名簿のののの推進推進推進推進
5555 男女平等男女平等男女平等男女平等にににに関関関関するするするする作文募集作文募集作文募集作文募集　　　　　　　　
6666 教育教育教育教育のののの場場場場におけるにおけるにおけるにおける男女平等教育男女平等教育男女平等教育男女平等教育のののの推進推進推進推進

7777 子子子子どもどもどもども達達達達にににに向向向向けたけたけたけた共同共同共同共同プログラムプログラムプログラムプログラムのののの開発開発開発開発

8888 家事家事家事家事・・・・育児再評価事業育児再評価事業育児再評価事業育児再評価事業
9999 おもしろいおもしろいおもしろいおもしろい・・・・楽楽楽楽しいしいしいしい、、、、家事育児事業家事育児事業家事育児事業家事育児事業
10101010 家族再発見事業家族再発見事業家族再発見事業家族再発見事業
11111111 みんなでみんなでみんなでみんなで子育子育子育子育てててて事業事業事業事業
12121212 家族経営協定推進事業家族経営協定推進事業家族経営協定推進事業家族経営協定推進事業

13131313 女性女性女性女性のののの人材育成人材育成人材育成人材育成

14141414 女性女性女性女性のののの人材情報人材情報人材情報人材情報のののの整備整備整備整備
15151515 審議会等審議会等審議会等審議会等のののの女性登用促進女性登用促進女性登用促進女性登用促進

17171717 ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ活動支援事業活動支援事業活動支援事業活動支援事業
18181818 アイディアアイディアアイディアアイディア募集募集募集募集

19191919 事業主理解促進事業主理解促進事業主理解促進事業主理解促進
20202020 優良企業表彰優良企業表彰優良企業表彰優良企業表彰

21212121 労働労働労働労働にににに関関関関するあらゆるするあらゆるするあらゆるするあらゆる情報情報情報情報のののの提供提供提供提供

22222222 活躍活躍活躍活躍するするするする女性女性女性女性をををを顕彰顕彰顕彰顕彰
23232323 女性女性女性女性のののの就業支援就業支援就業支援就業支援
24242424 農村女性農村女性農村女性農村女性のののの活動支援活動支援活動支援活動支援

　　　　　　　　　　　　

26262626 男女共同参画推進員男女共同参画推進員男女共同参画推進員男女共同参画推進員のののの設置設置設置設置
27272727 職員研修職員研修職員研修職員研修のののの実施実施実施実施

28282828 女性職員女性職員女性職員女性職員ののののエンパワーメントエンパワーメントエンパワーメントエンパワーメントのののの促進促進促進促進
29292929 女性職員登用女性職員登用女性職員登用女性職員登用のののの促進促進促進促進

30303030 セクシュアルセクシュアルセクシュアルセクシュアル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメント防止事業防止事業防止事業防止事業

32323232 市民意識調査市民意識調査市民意識調査市民意識調査・・・・実態調査実態調査実態調査実態調査のののの実施実施実施実施

33333333 統計資料等統計資料等統計資料等統計資料等のののの整備整備整備整備

34343434 刊行物刊行物刊行物刊行物のののの表現表現表現表現のののの見直見直見直見直しししし

35353535 女性女性女性女性へのへのへのへの暴力暴力暴力暴力のののの根絶根絶根絶根絶
36363636 相談窓口相談窓口相談窓口相談窓口のののの拡充拡充拡充拡充
37373737 リプロダクティブリプロダクティブリプロダクティブリプロダクティブ・・・・ヘルスヘルスヘルスヘルス／／／／ライツライツライツライツにににに関関関関するするするする意識意識意識意識のののの浸透浸透浸透浸透

○○○○ 市民意識調査市民意識調査市民意識調査市民意識調査
○○○○ 事業事業事業事業のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況についてのについてのについてのについての調査調査調査調査
○○○○ 男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画データブックデータブックデータブックデータブック作成作成作成作成

11111111

12121212

13131313

1111

2222

3333

4444

子子子子どものどものどものどもの基点化基点化基点化基点化

拠点拠点拠点拠点となるとなるとなるとなる機能機能機能機能のののの整備整備整備整備

在住外国人在住外国人在住外国人在住外国人とのとのとのとの異文化交流事業異文化交流事業異文化交流事業異文化交流事業

男女共同参画推進活動男女共同参画推進活動男女共同参画推進活動男女共同参画推進活動ののののネットワークネットワークネットワークネットワーク化化化化男女共同参画推進活動男女共同参画推進活動男女共同参画推進活動男女共同参画推進活動ののののネットワークネットワークネットワークネットワーク化化化化

拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設のののの整備整備整備整備

16161616

25252525

31313131

男性男性男性男性ののののチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ／／／／家族再発見家族再発見家族再発見家族再発見　　　　

権利擁護権利擁護権利擁護権利擁護　　　　

市役所市役所市役所市役所がががが率先率先率先率先していくしていくしていくしていく改革改革改革改革　　　　

反発反発反発反発・・・・誤解解消誤解解消誤解解消誤解解消　　　　

女性女性女性女性ののののステップアップステップアップステップアップステップアップ

国際理解国際理解国際理解国際理解のののの推進推進推進推進

市民主役化市民主役化市民主役化市民主役化　　　　

女性女性女性女性のののの就労条件就労条件就労条件就労条件、、、、不平等不平等不平等不平等のののの解消解消解消解消

女性女性女性女性ののののチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ支援支援支援支援

調査調査調査調査／／／／情報収集情報収集情報収集情報収集とととと提供提供提供提供

5555年間年間年間年間のののの計画計画計画計画のののの内容内容内容内容についてについてについてについて、、、、段階評価段階評価段階評価段階評価しししし公表公表公表公表していくしていくしていくしていく

ⅠⅠⅠⅠ　　　　男女平等男女平等男女平等男女平等のためののためののためののための意識意識意識意識づくりづくりづくりづくり

ⅡⅡⅡⅡ　　　　男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のののの社会環境社会環境社会環境社会環境づくりづくりづくりづくり

ⅢⅢⅢⅢ　　　　人権人権人権人権がががが侵害侵害侵害侵害されることのないされることのないされることのないされることのない社会社会社会社会づくりづくりづくりづくり
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6666
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すすすす
べべべべ
てててて
のののの
市市市市
民民民民
がががが
、、、、

性性性性
別別別別
にににに
かかかか
かかかか
わわわわ
りりりり
なななな
くくくく
一一一一
人人人人
のののの
人人人人
間間間間
とととと
しししし
てててて
尊尊尊尊
重重重重
ささささ
れれれれ
、、、、

そそそそ
のののの
個個個個
性性性性
やややや
能能能能
力力力力
をををを
十十十十
分分分分
にににに
発発発発
揮揮揮揮
すすすす
るるるる
ここここ
とととと
がががが
でででで

きききき
、、、、

ああああ
らららら
ゆゆゆゆ
るるるる
分分分分
野野野野
にににに
とととと
もももも
にににに
参参参参
画画画画
しししし
、、、、

支支支支
ええええ
合合合合
いいいい
、、、、

責責責責
任任任任
をををを
担担担担
うううう
社社社社
会会会会
をををを
目目目目
指指指指
しししし
まままま
すすすす
。。。。

計画推進計画推進計画推進計画推進のののの視点視点視点視点

ジェンダージェンダージェンダージェンダーにににに敏感敏感敏感敏感
なななな視点視点視点視点

男女男女男女男女のののの人権尊重人権尊重人権尊重人権尊重のののの
視点視点視点視点

女性女性女性女性ののののエンパワーエンパワーエンパワーエンパワー
メントメントメントメントのののの拡大拡大拡大拡大のののの視視視視
点点点点



１　第3次会津若松市男女共同参画推進プランに基づく事業

実施区分実施区分実施区分実施区分////Ａ：Ａ：Ａ：Ａ：今後今後今後今後もももも引引引引きききき続続続続きききき実施実施実施実施する する する する Ｂ：Ｂ：Ｂ：Ｂ：平成平成平成平成19191919年度新規事業 年度新規事業 年度新規事業 年度新規事業 Ｃ：Ｃ：Ｃ：Ｃ：平成平成平成平成20202020年度以降年度以降年度以降年度以降にににに事業予定 事業予定 事業予定 事業予定 Ｄ：Ｄ：Ｄ：Ｄ：引引引引きききき続続続続きききき検討 検討 検討 検討 Ｅ：Ｅ：Ｅ：Ｅ：平成平成平成平成18181818年度事業完了年度事業完了年度事業完了年度事業完了

各種パンフレッ
トの活用

各種講座、研修会及び行政視察等において、パンフレットを活
用し意識啓発を図った。
①啓発パンフレット「こころのガイドブック～男女が“ともに
生きる”社会をめざして～」
②男女共同参画推進条例及び推進プラン『チャレンジ２００
８』のダイジェスト版

Ａ

情報紙の作成 ボランティアの編集委員を一般公募し、男女共同参画情報紙
「ぱーとなー」を発行して、市民の意識啓発を図った。
  編集員　8名
  全世帯配布（51,000部作成）

357

Ａ

情報メールの配
信

男女共同参画情報メールの配信
　配信回数 　17回

Ａ

男女共同参画関係図書及びビデオを購入し、図書館内の男女共
同参画コーナーの拡充を図った。
　ビデオ　１本「もっと 素敵に ハーモニー」
　図書　　27冊（うち子ども向け　2冊）

65 Ａ 企画調整課

男女共同参画コーナーへ関係図書の整備を行った。
　購入冊数　5冊 13 Ａ 図 書 館

福島県教育委員
会作成の教材を
学校へ配布

・冊子、ＣＤ教材『性を学んでいのち生きいき』の全小中学校
への配布
・ＣＤ教材『中学生向け性教育教材』の中学校への配布
・ＣＤ教材『小学生向け性教育教材』の小学校全校への配布

Ａ 学校教育課

3 出前講座の
実施

出前講座の実施 出前講座の実施
　実施回数：1回 Ａ 企画調整課

男女共同参
画基礎講座
の実施

講座の開催 ひとの新しい生き方「きほんの基本」講座
受講者数：30名
内容：全5回／①「くらしの中の法律～事件の裏側を探る～」②
「平成時代のオトコの生きざま」③「つくられる『男の子』『女
の子』」④「子どもからのＳＯＳ」～ＤＶのもたらす悲しい影～
⑤「子どもはいったい誰のもの？」－少子化対策と次世代育成ー

84 Ａ 企画調整課

１
　
反
発
・
誤
解
解
消

企画調整課

Ⅰ
　
男
女
平
等
の
た
め
の
意
識
づ
く
り

重点事業基本
目標

施策の
方向性 №

1

2

パンフレッ
ト・情報紙
等の作成

関係図書・
ビデオの整
備

「男女共同参画
コーナー」の整
備

担当課決算額
(千円)

実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

1



重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

市内小中学校に
おいて、男女混
合名簿の重要性
に理解を広め、
男女混合名簿導
入を推進する

校長会等において、混合名簿について説明し、導入について推
進している。
○小中学校における導入率：93.8％
　小学校　21校（21校中）
　中学校　 9校（11校中）
《参考》
　幼稚園　 4園（4園中）

Ａ 学校教育課

混合名簿の啓発 学校における男女平等教育の推進を図るため、男女混合名簿の
重要性についての意識啓発を行った。 Ａ 企画調整課

男女共同参画に
関する作文コン
クールの実施に
ついて周知

校長会、教頭会議において、積極的な応募について協力を依頼
した。

Ａ 学校教育課

男女平等に関す
る作文につい
て、優秀者を選
定し表彰

対　象：市内の小中学生
応募者数：計６９名（小学生低学年の部４名、小学生高学年の
部２０名、中学生の部４５名）
賞：選考により優れた作品７点が入選（最優秀賞２点、優秀賞
５点）
○表彰式：平成１９年２月２４日（土）　男女共同参画都市宣
言記念行事にて表彰状を授与した。
○市内各小中学校に「男女平等に関する作文コンクール小中学
生入選作品集」を配布し、男女平等についての意識高揚を図っ
た。

44 Ａ 企画調整課

男女平等教育の
実施

道徳の時間を始めとして、各教科、特別活動及び総合的な学習
の時間など、教育活動全体を通じて実施した。 Ａ 学校教育課

出前講座の実施 「子ども人生講座」を実施
　対象：小学校5、6年生
〔内容〕
　コース1：「男女平等について考える」
　実施校9校（36回）　講師：外部講師

Ｈ18年度まで　21校中11校で実施済

180 Ａ

Ｈ17年
現状値
7/21校
⇒小中
学校全
校

学校教育課
企画調整課

Ｈ17年
現状値
87.5％
⇒100％
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の
基
点
化

4 混合名簿の
推進

男女平等に
関する作文
募集
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教育の場に
おける男女
平等教育の
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

男女共同参画に
かかる指導資料
を教師と共同し
て作成する

性教育の指導の充実を図るため、昨年度に引き続き、性教育実
践事例集２を作成し配布した。

Ａ

学校行事等にお
ける配慮事項の
周知徹底

男女同室での着替え、宿泊学習時の男女同室宿泊、運動会の男
女合同騎馬戦について小学校３年生以上は避けることを通知し
た。 Ａ

8 家事・育児
再評価事業

「夫と妻の仕事
時間と家事関連
時間」の調査

「夫と妻の仕事時間と家事関連時間」の調査をし、性別役割分
業の実態を明らかにし、公表する。

Ｂ 企画調整課

〔男性のチャレンジ講座〕
仕事中心の生活を送る男性に、家庭、地域に目を向けることを
働きかけ、身近なことをチャレンジしていくための講座を開催
参加人数：24名
講師：市水産物小売商業協同組合員
内容：男性の新たな気づきのための講座及び自立の第一歩であ
る料理に挑戦。全3回（①「オトコからのメッセージ」・基本の
技　②魚料理　③そば打ち）

19 Ａ 企画調整課

〔男の料理教室〕
団塊世代を中心に、男性にも公民館事業に積極的に参加しても
らうために企画。職場でも地域でもない仲間づくりを目指す。
受講者数：52名
内容：ウドン・そば打ち、鍋やおつまみつくり・握り寿司つく
り、魚のおろし方などの実習。午前午後に分かれ、各10回

268 Ｅ 中央公民館

〔大戸の茶の間〕
地域の方々がいつでも集い、楽しみながらさまざまな学習がで
きるような場の提供を行った。その学習の中のひとつに、男性
が抱える様々な問題について考えるきっかけとなるような講座
を開催

Ａ 大戸公民館

子ども達に
向けた共同
プログラム
の開発

学校教育課
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

9 おもしろ
い・楽し
い、家事育
児事業

講座の開催 〔ここが私の出番〕
地域・社会の一員であることを再度確認し、男女共同参画の社
会にあって、それぞれの立場から担うべき役割を見つけ出そう
という講座。男性の立場から、下記の内容を通して日常成果に
役立つ知識や技術を習得しながら、家庭内での「役割（存在価
値）」を考える。
参加者：35名
内容：手造りビール、オリジナルつまみ、魚のおろし方、カク
テル作り、そば打ち。全5回

28 Ａ 北 会 津
公 民 館

〔おやこ食育教室〕
子ども達とその保護者を対象に、市が養成・育成支援を行なっ
ている食生活改善推進員が中心となり、講話及び料理講習会を
開催
実施箇所：３箇所（真宮コミュニティセンター、川南小、河東
町公民館）

Ａ 健康増進課

〔高齢者講座「あいづわくわく学園」〕
高齢者自らが意欲的に仲間づくりの輪を広げ、健康と生きがい
の目標を見出し、高齢社会におけるリーダーとして活躍できる
人材を育てる。
内容：人に好かれる話し方・聞き方、会津の食文化（講義・実
習 各１回）

21 Ａ 高齢福祉課

〔おもしろ家族集合！〕
家族生活を営む方法として、単純な性別役割分担の発想に固執
することなく、家族の各々が持っている条件や個性、得意なこ
となどを考慮したユニークな家族の役割分担の発見を目指す。
受講者数　7組１６名
内容：親子によるブーメランつくり、手巻き寿司、そば打ちな
ど共同作業体験活動を実施。全３回

28 Ａ 中央公民館

〔こめら・あそび塾〕
児童を対象に、男女共同で、料理やゲームをとおして、共同作
業の重要さについて理解を深めた。
参加人数：14人
講座回数：8回

210 Ａ 東 公 民 館

講座の開催
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

〔親子ふれあい広場〕
親が、豊かな心とたくましい身体を育て、子どもの成長に必要
な親子のふれあいと参加者同士の交流を深めながら、さらにそ
こから生まれる和が社会参加の第一歩となり、子育てが楽しく
なることをねらいとする。
述べ出席者数：174名
講座回数：11回

101 Ａ 北 公 民 館

〔チャレンジキッズ〕
小学５、６年生を対象に全８回の講座を実施。その講座の一コ
マに、性の固定的な役割分担に陥らず家事の分担などが出来る
ように、男女の児童が興味を持って楽しみながら出来る料理教
室を２回実施した。
登録者：27名

7 Ｅ 南 公 民 館

〔わらべ塾　少年教室〕
子ども達が、自然体験を通して様々な知識を得るための講座を
開催。その講座には、子どもの保護者、地元のサークル、地域
の人々等が協働し実施している。全14回
登録人数：47名
〔親子そばうち教室〕
世代間交流を目的とし、子どもからお年寄りまで参加できるよ
うな講座を開催

455 Ａ 大戸公民館

〔｢わくわく夢塾｣～私の生きかた～〕
地域社会の中にあって、自分も地域の一員であることを再確認
し、家庭内での役割・地域での役割があり重要性を認識する講
座を開催
内容：『私の生きかた』をテーマに、自らの特技を生かし紙芝
居や絵本を作成し、それらを活用しながら、小学校や公民館・
福祉施設等でボランティア活動をしている講師を招いて講話を
聞き、地域でのあり方・家庭でのあり方について話合う。
受講者数：女性44名・男性12名

Ａ 河東公民館

10 家族再発見
事業

講座の開催Ⅰ
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

講座の開催 〔オヤジの放課後〕
団塊の世代を対象に、家庭や地域での関わり方にいて学び、自
分の生きがいを見つける。全4回
受講者数：15名

70 Ａ 東 公 民 館

パンフレットの
配布

みんなで子育てする大切さについてのパンフレットを母子健康
手帳交付時に配布し、普及している。

Ａ 健康増進課

12 家族経営協
定推進事業

農業経営改善計
画の認定申請を
行った農業者の
内、家族経営協
定締結を計画し
ている農業者を
中心に関係機
関・団体と連携
し、締結に向け
推進している

家族全員が意欲と生きがいをもって農業に取り組んでいける環
境を作るため、具体的な目標を定めた経営計画の作成や役割分
担、労働時間、休日の設定、生活上の諸事項などの取り決めを
行い、日々楽しく目標に向って農業に取り組んでいけるよう、
「家族経営協定」を推進した。
　協定締結件数：38件 Ａ

Ｈ17年
現状値
37件
⇒73件

農 政 課

「女性のステッ
プアップ講座」
の開催

〔女性のためのステップアップ講座〕
目的：女性が、あらゆる場における意思決定過程に参画するた
めに、女性のエンパワーメントを図る。
　受講者数：32名
　内容：男女共同参画、コミュニケーションなど全5回

67 Ａ 企画調整課

女性の人材育成 〔アクション レディース〕
社会情勢の変化に対応し、学習･実践活動を通し、地域づくり、
家庭づくりの担い手として女性の主体的な生活態度を養う。平
成18年度は「少子高齢社会を考える」を重点テーマとして3回の
講座を行う。
　講座回数：9回
　のべ出席人数：37名

50 Ａ 北 公 民 館

13 女性の人材
育成

11 みんなで子
育て事業
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

14 女性の人材
情報の整備

人材リストの作
成

人材リストの活用し、女性登用を図る。
登録者 8名
〔モニタリング指標〕Ｈ18.4.1現在
　ＰＴＡ会長における女性の割合：25.8％（16人/62人）
　町内会等の代表における女性の割合：1.0％（5人/497人）

Ａ 企画調整課

「附属機関の運営及び委員構成に係る基準」の徹底を図り、特
に、改選の近づいた審議会等の所管課に対しては、女性委員の
割合増加に努めるよう、文書により徹底を図った。
　審議会等における女性委員の割合：H18.4.1現在　25.5％

Ａ

女性委
員の割
合
H17年現
状値
23.6％
⇒30％
(H28)

人 事 課

会津若松市男女共同参画審議会
委員構成：１０人以内で組織し、男女同数となることを原則と
している。

Ａ 企画調整課

｢会津若松市都市計画審議会｣「会津若松市景観審議会」委員の
委嘱の際、市内女性団体への推薦依頼を積極的に行っている。
また、市民から公募した委員の抽選時には、要項を定めること
によって女性の登用が多くなるよう努めている。

Ａ 都市計画課

〔なつかしの食発見講座〕
在住外国人と市民のふれあいの場を設け、様々な生活習慣への
理解を深める。
内容：中国の食文化。1回実施。

35 Ａ 大戸公民館

〔国際理解講座　ハングルと韓国家庭料理〕
簡単な韓国語の会話やライフスタイル、韓国の郷土料理、文化
について学習。全5回
受講者数：20人

59 Ｅ 東 公 民 館

〔原語で歌う世界の唄〕
世界の唄を原語で歌うことにより、歌詞の意味を知り、曲が作
られた時代的背景や歴史を学ぶとともに、国際理解を深め交流
を図る。
内容：ロシア民謡。全15回
述べ出席者数：141名

152 Ｅ 北 公 民 館

Ⅰ
　
男
女
平
等
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め
の
意
識
づ
く
り

審議会等の
女性登用促
進

審議会等の女性
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16 在住外国人
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交流事業
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

17 NPO活動支
援事業

男女共同参画社
会づくり推進活
動支援補助金の
交付

研修・啓発活動開催事業のみ
「男女共同参画週間」市民企画、有原誠治講演会『「子どもと
メディア」を考える』など 306 Ａ 企画調整課

18 アイディア
募集

市民のアイデア
を募集

市ホームページ電子会議室を使って、男女共同参画を推進する
ためのアイデアを募集している。 Ａ 企画調整課

事業主に対し
て、入札参加資
格申請の際、
「男女共同参画
推進状況報告
書」の提出を求
める

「会津若松市男女共同参画推進条例」に基づき、事業主に対し
て入札参加申請の際に「男女共同参画推進状況報告書」の提出
を依頼した。また、このことについて、市ホームページ（入
札・契約情報）にて周知を行なっている。

Ａ 契約検査課
企画調整課

事業主への意識
啓発を図る

福島労働局、21世紀職業財団、福島県男女雇用共生センターと
の連携により、当該団体が作成した各種関連ポスター・パンフ
レットを契約検査課内に配置し、市登録業者等への啓発を図っ
た。

Ａ 商 工 課
契約検査課

20 優良企業表
彰

男女共同参画の
推進に積極的に
取り組んでいる
企業等を表彰

「男女共同参画推進状況報告書」提出事業者の内、市内に事業
所がある企業の中から、優良企業の選考作業を実施。
対象事業数137件（提出事業者860件のうち市内に事業所がある
件数）の中から、「男女共同参画審議会」の中で厳正な書類審
査を行い、H18年度は該当なしという結果になった。

Ａ 企画調整課

21 労働に関す
るあらゆる
情報の提供

関連ポスター・
パンフレット等
の掲示及び事業
者への配布

福島労働局、21世紀職業財団、福島県男女雇用共生センターと
の連携により、当該団体が作成した各種関連ポスター・パンフ
レットにより情報提供を実施した。 Ａ 商 工 課
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

市政だよりで公
表

女性に限定はしていないものの、市政だより「市民のページ」
のコーナー「つくる」において、様々なジャンルで活躍してい
る女性を紹介した。
9月1日号の特集「自らの道を歩む」でボランティアや市民活動
に携わる女性を紹介した。

Ａ 秘書広聴課

情報の収集 様々な分野において活躍している女性の情報収集に務めた。
Ａ 企画調整課

関連団体との連携により、講習会や相談会の開催を実施した。
〔Re・Beワークセミナー〕
育児や介護等により退職した女性の円滑な再就職を目的とし、
基礎知識を身につける。
内容：再就職者の体験発表、現在の雇用環境に関する情報提
供、ビジネスマナー講習等
主催：21世紀財団／共催：会津若松市
受講者数：10名程度
授業日数：2日間

Ａ

女性就業相談コーナーの活用
市への求職問い合わせ者に対し、県男女共生センターの女性就
業援助相談員が常駐する、会津地方振興局「女性就業相談コー
ナー」を紹介し、女性の求職活動を支援した。

Ａ

会津若松市育
児・介護休業者
生活資金利子補
給制度

福島県育児・介護休業者生活資金利子補給制度の利用者に対し
利子を補給し、休業期間中の経済的負担軽減と生活の安定を図
る。 24 Ａ 商 工 課

情報の提供 「女性のチャレンジ支援」等、国、県等からの情報を周知し
た。 Ａ 企画調整課

商 工 課
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

各種研修会等へ
の参加

研修会等への参加促進
・女性農業者セミナー（農林事務所主催）
・女性のための農業経営セミナー(農林事務所主催)
・会津地方農業・農村パートナーシップ推進大会（農林事務所
主催）
・女性認定農業者育成セミナー(農林事務所主催)
・農山漁村男女が共に輝くふくしまフォーラム(県主催)

Ａ

農産物直売活動
の推進

農産物直売活動の推進を図る。
農産物直売実施団体：16団体 Ａ

ネットワーク加
入者の募集

ネットワーク加入者：市民団体１８　企業１　個人１
Ａ

情報の提供 市及び国、他自治体、他団体が開催する男女共同参画関連事業
について情報の提供を行った。（ネットワークニュースの配信
及び郵送）

Ａ

会議の開催 推進活動ネットワーク加入団体会議を開催し、情報の共有及び
団体間のコミュニケーションを図った。 Ａ

男女共同参画推
進員の設置

庁内の男女共同参画を推進するため、各所属に副主幹または副
主幹相当職より1名配置し、主体となって男女共同参画を推進し
た。

Ａ

研修会の開催 研修会の開催
　平成18年5月23日実施
　テーマ「男女共同参画社会の実現に向けて」
　講師：福島大学行政政策学類　助教授　中里見　博氏

24 Ａ

情報の発信 国、県の情報及び福島県男女共生センター広報誌「未来館
NEWS」等を各所属へ配布し、職員への通知を図った。 Ａ

各職場における
意識啓発

○グループ内打ち合わせの場において、職場内における男女共
同参画の必要性等について話し合い、職員の意識向上が図られ
た。
○パンフレット、情報紙等の職員回覧を行い、意識の啓発を
図った。

Ａ

企画調整課
全 庁

農 政 課

企画調整課

Ⅱ
男
女
共
同
参
画
の
社
会
環
境
づ
く
り

８
　
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援

24 農村女性の
活動支援

９
　
男
女
共
同
参
画
推
進

活
動
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化

25 男女共同参
画推進活動
のネット
ワーク化

１
０
　
市
役
所
が
率
先
し
て
い
く
改
革

26 男女共同参
画推進員の
設置
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

職員研修等にお
いて女性職員の
参加促進を図る

庁内外主催の職員研修に女性職員を積極的に派遣する。
女性職員受講率（全研修受講者に対する女性の割合）：32.8％ Ａ

女性職員のため
のエンパワーメ
ント研修を実施

〔女性のためのエンパワーメント研修〕
女性職員を対象としてエンパワーメント研修を実施し、意識改
革やコミュニケーション能力等のスキルアップを図った。全5回
　受講者数：女性58名（延べ109名） 70 Ａ

29 女性職員登
用の促進

女性職員登用及
び職域拡大

積極的改善措置の一環として、女性登用を促進するとともに、
さらに職域拡大に努めた。
　副主幹以上の女性職員（Ｈ18年4月現在）：12.7％（41人）
《参考》
　Ｈ17年4月現在：13.4％（39人）

Ａ 人 事 課

セクシュアル・
ハラスメント防
止のための情報
提供をする。

情報誌「ストップ・セクハラ　№１０」を発行し、セクハラに
関する情報の提供や苦情相談窓口の周知を行った。

Ａ

セクシュアル・
ハラスメントの
実態調査をす
る。

セクハラ苦情相談件数　0件

Ａ

1
1
　
拠
点

施
設
の
整
備

31 拠点となる
機能の整備

情報の収集 拠点となる施設等の情報の収集を行った。

Ａ
企画調整課

関 係 各 課

市民意識調
査・実態調
査の実施

市民意識調査・
実態調査の実施

男女共同参画に関する意識調査、実態調査を実施する。
Ｂ

企画調整課

関 係 各 課
統計資料等
の整備

男女共同参画
データブックの
更新

随時、情報収集を行い、データの更新を行った。
Ａ 企画調整課

人 事 課

企画調整課

関 係 各 課

女性職
員の研
修会等
参加率
Ｈ17年
現状値
34.4％
⇒40％

人 事 課

Ⅱ
　
男
女
共
同
参
画
の
社
会
環
境
づ
く
り

１
０
　
市
役
所
が
率
先
し
て
い
く
改
革

１
２
　
調
査
／

情
報
収
集
と
提

供

28 女性職員の
エンパワー
メントの促
進

30 セクシュア
ル・ハラス
メント防止
事業

32

11



重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

広報紙やパンフ
レットの表現の
見直し

市で発行する広報紙等について、「県政広報物表現ガイドライ
ン」に沿った表現とするように庁内に周知した。 Ａ

情報提供 市のホームページから福島県ホームページの「県政広報物表現
ガイドライン」へリンクを設定し、誰もが容易に確認できるよ
うに努めた。

Ａ

固定的な性別役
割分担意識に基
づく表現への配
慮

市政だよりの編集において、固定的な性別役割分担意識を助長
するような表現を使用しないように、「県政広報物表現ガイド
ライン」に沿った表現を用いて編集を行っている。 Ａ 秘書広聴課

35 女性への暴
力の根絶

ＤＶ防止キャン
ペーンの開催

国の「女性に対する暴力をなくす運動」期間中にＤＶ防止キャ
ンペーンを開催し、講演会及び相談会を実施した。
　内容：「子どもからの」ＳＯＳ～ＤＶのもたらす悲しい影～
　講師：仙台女性への暴力防止センター　ハーティ仙台
　　　　代表　八幡悦子氏
　講演会参加者：24名／相談者：1名

38 Ａ 児童家庭課
企画調整課

一般相談 日常生活での悩みや行政への問い合わせ等の相談を職員が受け
付ける。
相談内容によって無料法律相談等専門的な相談機関の紹介や関
係各課・各相談機関相互と連携を図り対応した。

Ａ 環境生活課

○消費生活相談
専門の相談員による消費生活相談室を設置し実施
消費生活にかかわる相談としているが、家庭内の暴力、金銭ト
ラブル等の相談も多く、家庭相談員・女性相談員と連携を図っ
て対処した。
　相談員　2名

3,258 Ａ

○無料法律相談
県弁護士会会津若松支部に委託し実施
　年12回

756 Ａ

○特設人権相談
若松人権擁護委員協議会の協力により実施
　年6回

Ａ

企画調整課

Ⅲ
　
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
づ
く
り

１
３
　
権
利
擁
護

34 刊行物の表
現の見直し

36 相談窓口の
拡充

専門相談

環境生活課
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重点事業基本
目標

施策の
方向性 № 担当課決算額

(千円)
実施
区分具体的な事業 事業概要 目標

(期待)値

○行政相談
総務省委嘱行政相談員の協力により実施
　年7回

Ａ

○登記・宅地建物相談
司法書士会・土地家屋調査士会・宅地建物取引業協会協力で実
施した。
　年12回

Ａ

○女性福祉相談室の設置
女性福祉相談室に専門の女性相談員を配置し、相談業務を実施
した。また、市政だよりに女性福祉相談室の概要を掲載し、広
く市民への周知を図るとともに、児童家庭課窓口に女性相談窓
口のパンフレットを置き、広報を図った。

2,452 Ａ 児童家庭課

○男女共同参画苦情処理委員会
会津若松市男女共同参画推進条例に基づく付属機関として設置
　苦情処理委員　3名 23 Ａ 企画調整課

学校教育におけ
る性教育の指針
に、リプロダク
ティブ・ヘルス
／ライツの考え
を位置づけた

学校教育における性教育の指針として示した「会津若松市の性
教育の手引き」で、基本的な進め方にリプロダクティブ・ヘル
ス／ライツの考えも位置づけた。
各学校では、手引きに基づいて性教育の全体計画を作成し、若
者のリプロダクティブ・ヘルスの問題（望まない妊娠、人工妊
娠中絶や性感染症など）も、実態に応じて取り上げて学習して
いる。

Ａ 学校教育課

「子ども人生講座」を実施
対象：小学校5、6年生
〔内容〕
コース2：「生きるための性教育」
実施校14校（56回）　講師：市・県保健師

Ａ
健康増進課
企画調整課
学校教育課

思春期保健学習会の実施
依頼があった学校に性教育を実施
　１校（川南小学校）

Ａ 健康増進課

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ライ
ツに関する
意識の浸透

講座の開催

Ⅲ
　
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
づ
く
り

１
３
　
権
利
擁
護

36 相談窓口の
拡充

専門相談

環境生活課

37
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２　会津若松市男女共同参画推進条例に基づく事業
機関名

会津若松市男女共同参画
審議会

会津若松市男女共同参画
苦情処理委員会

３　その他の事業

事業名
決算額
（千円）

実施区分

会津若松市男女共同参画
週間記念行事

226 Ｅ

男女共同参画都市宣言記
念行事

日時：平成19年2月24日（土）13：30～15：30／場所：中央公民館
参加者：81名
内容
・男女平等に関する作文コンクール表彰式
・講演会
　　演題「少子化時代はこう乗り切れ！～男女の新しい幸せづくりを目指して」
　　講師　朝日新聞社労働グループ記者　竹信三恵子氏

130 Ａ

内 容

日時：平成18年6月24日（土）10：00～16：15／場所：市文化センター
〔市主催〕
「講談で語る、山内一豊の妻と現代夫婦事情」（参加者 250名）
〔市民企画〕
・大人も子どもも楽しめるおはなし会「楽しいはなし　だれだって　好きよ！」（参加者260名）
・「ジェンダー・カルタ」で遊びましょう（参加者40名）
・パネルディスカッション「企業における男女共同参画とは」（参加者90名）
・救命救急教室（参加者30名）
・展示や販売  ７件

内容

委員：10名（男女同数／学識経験者6名・一般公募4名）
審議会開催：4回
審議事項：「男女平等に関する作文及び優良企業表彰に関する審査」などの重要事項について審議
報告事項：平成１７年度事業及び男女共同参画推進プランの中間進捗状況について報告

委員：3名（弁護士１名・有識者２名）
苦情申出件数：0件
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